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２０１９年１１月１６日 

第１１３回管理運営問題部会 議事録 

 

開催日時 ２０１９年１０月２７日（日）  １４：００~１５：３０ 

開催場所 ブリリア多摩センター 集会室 

出席者（敬称略・順不同）     常光、小川、長谷川、二宮、小幡、井口 

  以上６名     

司会者  常光部会長  

 

議 題 

  

１）マンション法（区分所有法）の読込み 

・６０条                  （担当 長谷川氏） 

  

２）その他 

 

資 料 ・「マンション法の解説 ―区分所有法―」      （各自が準備） 

・「マンション管理基本法令集」            （各自が準備） 

・「マンション標準管理規約 

及びマンション標準管理規約コメント」      （各自が準備） 

・「浸水マンション「分泊」で越えた夜」       （部会長が準備） 

・「占有者（賃借人）の義務違反行為に対する措置」  （長谷川氏提供） 

 

議事に先立ち、部会長より配布資料「浸水マンション「分泊」で越えた夜」（朝日新聞切抜、

添付資料１）の紹介の後、次のコメントがあった。 

学校などが避難場所に指定されていることが多いが地震の場合問題がある。避難所で面倒を見

る職員が来ない、来られない。警察その他公共機関の活動は都心に集中する。結果、多摩地域は

人手なしの状況となる。この新聞記事にあるようにマンション内での自助共助の訓練が大事。 

 

議  事 

１）６０条 「占有者に対する引渡し請求」 

（1）長谷川氏より６０条及びテキストの資料の読み上げに加え、別途提供の「占有者（賃借人）

の義務違反行為に対する措置」（添付資料２）に基づき説明があった。 

 

（2）部会長コメント 

・マンションの管理規約は標準管理規約に準拠して制定している。それによると単棟型、団地

型についていえば、その用途は住居専用とされている。ここで専用とは生活の場・拠点であ

り、寝食の場と言える。ただし、編み物教室、塾に場所を併用したい場合、理事会の承認を

得て行えるように規約で定めている。併用については宗教関係が問題になることがあり、先

の説明にもあった判例が存在する。 

・６０条により管理組合が原告となり占有者及び賃貸人である区分所有者を被告人として裁判

が行われることになるが、占有者に弁明の機会が与えられる。その区分所有者にも弁明の機

会が与えられるかについては、要・不要の両論があるが、最高裁は６０条については不要と
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の見解。 

・権原とは法的根拠に基づいて行使する行為。 

一方権限とは権力者が権力を法に基づき行使する場合をいう。 

借地権の土地に樹木を植えた。借地権を権原として、その樹木は植えた人のものとなる。一

方、単に他人の土地に植えた樹木は権原がないということで植えた人ではなくその土地の持

ち主に帰属する。 

・占有には２種類がある。民法１８５条によると、 

ⅰ）自主占有：所有することの意思を持って占有  

ⅱ）他主占有：所有することの意思を持たないで使用のみ 

自主専有の場合、取得時効（１５年）まで穏便に専有すると自分のものに獲得できる。 

・占有している状態とは、どのような状態を言うか。 

借りた人が転貸している場合がある。この場合区分所有者からの賃借人を第 1 占有者とし、

さらに第 1占有者からの賃借人を第 2占有者と称すると、第 2占有者が問題を起こした訴訟

の場合は、第 1、第 2占有者が対象で元の区分所有者は対象にならない。 

・占有者とは、広義には区分所有者以外の者を言うが、狭義では賃借人に限定するもので、 

６０条は賃借人に限定していると解釈する。 

 

（3）その他迷惑行為の討議 

➀以下の問題３ケース（小幡氏） 

ⅰ）野良猫に自分の部屋でなく別棟の他家のベランダ下で餌付けをし、悪臭の発生を放置

し続けた、注意に対して激昂する。ⅱ）ある特定の宗教団体の新聞を勝手に配布され迷惑

に思う。ⅲ）棟間の芝生に公序良俗に反する姿で横たわり正視に耐えない。といった行為

があって、理事会に対処を訴えたが取り上げてもらえなかった。個人で訴えることができ

るか。 

・個人で訴えることは当然可能。（長谷川氏、部会長） 

 ５７条からの一連の措置規定は、総会の決議を要するもので実行上は相当程度深刻な場

合に限られ、騒音、悪臭問題は個人訴訟が殆どである。（部会長） 

・しばしば長時間にわたるクレーム申立てにより、組合の窓口業務を妨害したケースが有

ったが、裁判には至っていない。（小川氏） 

⓶鶴牧４・５における管理組合がらみの訴訟は 2例あった。（部会長） 

ⅰ）総会における発言が名誉棄損に当たるとしたもの。ⅱ）新たな入居者が部屋に隣接す

る集会所の物置倉庫が目障りだとして管理組合に撤去を求めたが、結果は現状通り。 

③ブリリア多摩センター 

入居当初クレームが多かった。総会などで発言を独占する者が居て、広く討議が行えないこ

とがあって、対策として事前に説明・話合いを行った。（二宮氏） 

 

（記録 井口） 

 

 

 

次回 ２０１９年１１月２３日（土）１４：００～１６：００ 

  場所 ブリリア多摩センター 集会室 
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【添付資料１】 
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【添付資料２】 
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